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第一部 【企業情報】

　

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第56期

第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 1,346,067 1,392,583 2,623,973

経常利益 (千円) 175,100 122,545 234,753

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 120,435 81,052 166,402

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 120,457 76,755 170,619

純資産額 (千円) 3,214,472 3,346,510 3,264,606

総資産額 (千円) 4,839,967 4,927,680 4,935,872

１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 19.30 12.94 26.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 66.4 67.9 66.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円) 300,050 △7,946 422,226

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円) △94,686 △140,624 △211,998

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円) 13,208 △111,514 △50,469

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円) 1,168,161 849,579 1,112,626
 

 

回次
第56期

第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

自 平成30年７月１日
至 平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 3.07 4.05
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、豪雨災害等の影響により生産活動が一時的に停滞しましたが、

雇用者所得と企業収益が堅調に推移したことを背景に緩やかな回復基調が続きました。米国経済では個人消費や設

備投資の増加を受け堅調に推移し、中国経済では米国との貿易摩擦を背景に企業の生産及び投資抑制の動きが見ら

れ、景気の先行きに対する不透明感が増しました。

このような状況のもと、当社グループは「不易流行」を経営方針に掲げ、経営理念等のいつまでも変化しない本

質的な「不易」に、時代や環境に合わせて変えるべき「流行」を取り入れて行き、販売力強化や生産性向上に取り

組んで参りました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高1,392,583千円（前年同四半期比3.5％増）となり、

経常利益は122,545千円（前年同四半期比30.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は81,052千円（前年同

四半期比32.7％減）となりました。　

主力製品であります直動機器につきましては、受注は一時的な落ち着きはあるものの引き続き高水準であり、産

業用機械向け及び民生向けに販売を進めたことで、当第２四半期連結累計期間の売上高は905,587千円と前年同四

半期と比べ128,118千円の増加（前年同四半期比16.5％増）となりました。

精密部品加工につきましては、レース用部品の調整等により、売上高は385,300千円と前年同四半期と比べ

32,281千円の減少（前年同四半期比7.7％減）となりました。

ユニット製品につきましては、中国の液晶市場向けで調整局面に入っている等により、売上高は101,695千円と

前年同四半期と比べ49,320千円の減少（前年同四半期比32.7％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間末における総資産は4,927,680千円となり、前連結会計年度末と比べて8,192千円の減

少となりました。主な要因は、現金及び預金263,046千円の減少に対し、売上債権82,784千円、たな卸資産43,897

千円及び有形固定資産30,401千円の増加によるものであります。

負債は、1,581,169千円となり、前連結会計年度末と比べて90,096千円の減少となりました。主な要因は、仕入

債務16,465千円及び借入金73,758千円の減少によるものであります。

純資産は、3,346,510千円となり、前連結会計年度末と比べて81,904千円の増加となりました。主な要因は、資

本金15,057千円、資本準備金15,057千円及び利益剰余金56,088千円の増加によるものであります。その結果、当第

２四半期連結累計期間末における自己資本比率は67.9％となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、849,579千円とな

り、前連結会計年度末と比べ263,046千円の減少となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税金等調整前四半期純利益122,545千円及び減価償却費69,541千円

による資金の増加に対し、売上債権の増加額83,463千円、たな卸資産の増加額44,801千円及び法人税等の支払額

49,260千円による資金の減少により、使用した資金は7,946千円（前連結同四半期は300,050千円の収入）となりま

した。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有価証券の取得による支出50,000千円及び有形固定資産の取得によ

る支出69,622千円による資金の減少により、使用した資金は140,624千円（前連結同四半期は94,686千円の支出）

となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の返済による支出73,758千円及び配当金の支払額24,777

千円による資金の減少により、使用した資金は111,514千円（前連結同四半期は13,208千円の収入）となりまし

た。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、10,257千円であります。

当企業グループの研究開発活動は、技術部門が中心となり、営業・技術・製造の三位一体でＤＲ（デザインレ

ビュー）活動を進め、主に、主力製品である直動機器及びユニット製品の技術を応用した製品開発を進めて参りま

した。

当第２四半期では、注力してきた案件の研究開発活動の製品化のため、研究開発活動から量産準備活動に移行し

たことにより、研究開発費は減少しております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,720,000

計 18,720,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,316,700 6,316,700
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株
であります

計 6,316,700 6,316,700 ― ―
 

(注)　平成30年７月13日開催の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、平成30年７月30日付で

新株式を71,700株発行いたしました。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年７月30日 71,700 6,316,700 15,057 732,552 15,057 679,512
 

(注)　平成30年７月13日開催の取締役会決議により、譲渡制限付株式報酬として、平成30年７月30日付で

新株式を71,700株発行したため、発行済株式総数が71,700株、資本金及び資本準備金がそれぞれ

15,057千円増加しております。
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(5) 【大株主の状況】

平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

尾崎　浩太 東京都世田谷区 1,142 18.09

尾崎　文彦 埼玉県川越市 1,040 16.48

尾崎　久壽彌 埼玉県所沢市 694 11.00

株式会社３７６
東京都港区北青山３丁目６番７号
青山パラシオタワー11Ｆ

161 2.55

高水　永夫 東京都西多摩郡瑞穂町 81 1.28

金井　俊和 神奈川県鎌倉市 73 1.15

ＴＨＫ株式会社 東京都港区芝浦２丁目12番10号 50 0.79

ヒーハイスト精工社員持株会 埼玉県川越市今福580番地１ 45 0.72

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川１丁目14番１号 43 0.69

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 40 0.64

計 － 3,373 53.43
 

(注)　尾崎久壽彌氏は、平成29年11月に死去されましたが、平成30年９月30日現在、名簿書換未了のため、

株主名簿上の名義で記載しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 3,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,308,100
 

63,081 ―

単元未満株式 普通株式 4,700
 

― ―

発行済株式総数 6,316,700 ― ―

総株主の議決権 ― 63,081 ―
 

(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式84株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
埼玉県川越市今福580番地１ 3,900 ― 3,900 0.06ヒーハイスト精工

株式会社

計 ― 3,900 ― 3,900 0.06
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている優成監査法人は、平成30年７月２日に太陽有限責任監査法人と合併

し、太陽有限責任監査法人と名称を変更しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,112,626 849,579

  受取手形及び売掛金 ※  363,371 ※  354,539

  電子記録債権 ※  458,935 550,551

  有価証券 ― 50,005

  商品及び製品 135,136 146,446

  仕掛品 446,598 477,299

  原材料及び貯蔵品 169,634 171,520

  その他 23,001 40,745

  流動資産合計 2,709,303 2,640,688

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 638,634 621,025

   機械装置及び運搬具（純額） 263,961 300,087

   工具、器具及び備品（純額） 33,508 38,584

   土地 1,063,504 1,063,504

   リース資産（純額） 41,649 56,080

   建設仮勘定 7,623 ―

   有形固定資産合計 2,048,881 2,079,283

  無形固定資産 20,423 20,766

  投資その他の資産   

   保険積立金 99,827 119,547

   その他 57,436 67,394

   投資その他の資産合計 157,264 186,941

  固定資産合計 2,226,569 2,286,991

 資産合計 4,935,872 4,927,680

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  500,176 ※  506,658

  電子記録債務 ※  164,664 ※  141,716

  短期借入金 30,000 30,000

  1年内返済予定の長期借入金 147,516 155,009

  リース債務 19,985 27,230

  未払金 96,385 39,298

  未払法人税等 58,000 47,843

  賞与引当金 25,401 30,275

  役員賞与引当金 13,000 ―

  営業外支払手形 ※  59,742 ※  91,505

  その他 48,073 66,363

  流動負債合計 1,162,943 1,135,900

 固定負債   

  長期借入金 318,110 236,859

  リース債務 22,917 30,694

  役員退職慰労引当金 103,688 109,322

  退職給付に係る負債 63,606 68,393

  固定負債合計 508,322 445,269

 負債合計 1,671,266 1,581,169
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 717,495 732,552

  資本剰余金 664,455 679,512

  利益剰余金 1,870,689 1,926,778

  自己株式 △715 △716

  株主資本合計 3,251,924 3,338,126

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,551 795

  為替換算調整勘定 10,130 7,588

  その他の包括利益累計額合計 12,682 8,384

 純資産合計 3,264,606 3,346,510

負債純資産合計 4,935,872 4,927,680
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 1,346,067 1,392,583

売上原価 933,763 1,013,240

売上総利益 412,303 379,342

販売費及び一般管理費 ※  235,149 ※  255,149

営業利益 177,154 124,193

営業外収益   

 受取利息 167 191

 有価証券利息 650 208

 有価証券評価益 522 5

 受取手数料 831 2,098

 廃材売却収入 210 297

 その他 51 573

 営業外収益合計 2,432 3,373

営業外費用   

 支払利息 2,227 2,100

 為替差損 2,259 2,920

 営業外費用合計 4,486 5,020

経常利益 175,100 122,545

特別損失   

 固定資産売却損 12 －

 その他 － 0

 特別損失合計 12 0

税金等調整前四半期純利益 175,088 122,545

法人税等 54,653 41,492

四半期純利益 120,435 81,052

親会社株主に帰属する四半期純利益 120,435 81,052
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 120,435 81,052

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △40 △1,755

 為替換算調整勘定 62 △2,541

 その他の包括利益合計 22 △4,297

四半期包括利益 120,457 76,755

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 120,457 76,755
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)
          前第２四半期連結累計期間

(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 175,088 122,545

 減価償却費 53,902 69,541

 株式報酬費用 ― 3,764

 受取利息及び受取配当金 △833 △415

 支払利息 2,227 2,100

 有価証券評価損益（△は益） △522 △5

 有形固定資産売却損益（△は益） 12 －

 売上債権の増減額（△は増加） 25,316 △83,463

 たな卸資産の増減額（△は増加） 22,991 △44,801

 仕入債務の増減額（△は減少） 60,086 △14,211

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,338 4,906

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,266 5,634

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,000 △13,000

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3,937 4,787

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △7,903 △2,740

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △12,339 △11,860

 その他 781 271

 小計 319,475 43,053

 利息及び配当金の受取額 833 412

 利息の支払額 △2,104 △2,153

 法人税等の支払額 △18,154 △49,260

 営業活動によるキャッシュ・フロー 300,050 △7,946

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 △50,000 △50,000

 有形固定資産の取得による支出 △24,287 △69,622

 有形固定資産の売却による収入 925 －

 無形固定資産の取得による支出 △2,137 △1,282

 投資有価証券の取得による支出 △2 △5

 その他 △19,185 △19,719

 投資活動によるキャッシュ・フロー △94,686 △140,624

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 100,000 －

 長期借入金の返済による支出 △64,599 △73,758

 自己株式の取得による支出 － △0

 リース債務の返済による支出 △9,793 △12,978

 配当金の支払額 △12,399 △24,777

 財務活動によるキャッシュ・フロー 13,208 △111,514

現金及び現金同等物に係る換算差額 △978 △2,960

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 217,593 △263,046

現金及び現金同等物の期首残高 950,567 1,112,626

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,168,161 ※  849,579
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成30年４月１日　至 平成30年９月30日)

税金費用の計算

 
税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、見積実効税率を用いて計算すると

著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日又は決済日

をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形、電

子記録債権及び電子記録債務が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

受取手形 1,055千円 2,870千円

電子記録債権 2,918千円 －千円

支払手形 67,083千円 85,812千円

電子記録債務 24,331千円 29,244千円

営業外支払手形 3,113千円 18,661千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

役員報酬 44,370千円 48,270千円

給料及び手当 36,147千円 41,587千円

支払報酬 19,643千円 19,598千円

研究開発費 18,607千円 10,257千円

租税公課 17,903千円 14,380千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金 1,168,161千円 849,579千円

現金及び現金同等物 1,168,161千円 849,579千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 12,482 2.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日
定時株主総会

普通株式 24,964 4.00 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
 

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、精密機器製造事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益 19円30銭 12円94銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 120,435 81,052

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

120,435 81,052

普通株式の期中平均株式数(株) 6,241,052 6,265,699
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月13日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会 御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 宮　　崎　　　　　哲 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　倉　　毅　　典 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精

工株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日

から平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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